
○
農
林
水
産
委
員
会

・
内
閣
提
出
法
律
案
（
六
件
）

番号

件
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
名

先議院

提
　
出

月
　
日

参
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
考

委
員
会
付
託

委
員
会
議
決

本
会
議
議
決

委
員
会
付
託

委
員
会
議
決

本
会
議

議
決

６

農
林
漁
業
金
融
公
庫
法
及
び
農
業
信
用

保
証
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案

衆

二
、

　
　
三
、
　
　
二

二
、
　
　
三
、
二
二

　
　
　
（
予
）

二
、
　
　
三
、
二
六

可
　
決

二
、

　
　
三
、
二
六

可
　
決

二
、

　
　
三
、
　
二

二
、
　
　
三
、
二
二

修
　
正

二
、
　
　
三
、
二
二

修
　
正

2 3

砂
糖
の
価
格
安
定
等
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

"

三
、
一
三

三
、
二
二

　
（
予
）

　
三
、
三
〇

可
　
決

　
三
、
三
〇

可
　
決

三
、
一
三

　
三
、
二
七

可
　
決

　
三
、
二
七

可
　
決

※2 6

農
業
者
年
金
基
金
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案

"

三
、
二
〇

四
、
一
八

　
（
予
）

　
四
、
二
四

可
　
決

　
四
、
二
五

可
　
　
決

四
、
　
九

　
　
四
、
一
八

可
　
決

　
　
四
、
一
九

可
　
決

5 2

水
産
業
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案

参

四
、
一
九

四
、
一
九

　
五
、
二
九

可
　
決

　
五
、
三
〇

可
　
　
決

四
、
一
九

　
　
（
予
）

　
六
、
一
三

可
　
決

　
六
、
一
四

可
　
　
決

5 3

海
洋
水
産
資
源
開
発
促
進
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案

"

四
、
一
九

四
、
一
九

　
五
、
二
九

可
　
決

　
五
、
三
〇

可
　
　
決

四
、
一
九

　
　
（
予
）

　
六
、
一
三

可
　
決

　
　
六
、
一
四

可
　
決

6 1

市
民
農
園
整
備
促
進
法
案

衆

四
、
二
四

四
、
二
四

　
（
予
）

　

六
、
一
四

可
　
決

　
　
六
、
一
五

可
　
　
決

四
、
二
四

　　

五
、
三
一

可
　
決

　
　
六
、
　
一

可
　
　
決



・
衆
議
院
議
員
提
出
法
律
案
（
一
件
）

番号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

提
出
者

（
月
日
）

予
備
送

付
月
日

本
院
へ

提
出

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
議
　
　
　
院

備
　
考

委
員
会
付
託　
　
　
　

委
員
会
議
決

本
会
議
議
決　
　
　
　

委
員
会
付
託　
　

委
員
会
議
決

本
会
議
議
決

１

山
村
振
興
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案

安
倍
晋
太
郎
君

外
一
　
四
名

（
二
、
三
、
二
三

）

二
、
三
、
二
六

二
、

　
三
、
二
八

二
、

　
三
、
二
六

　
　
　
（
予
）

二
、
　
三
、
三
〇

可
　
決

二
、

　
三
、
三
〇

可
　
決

二
、
　
三
、
二
六

二
、
　
三
、
二
八

可
　
決

二
、
　
三
、
二
八

可
　
決



農
林
漁
業
金
融
公
庫
法
及
び
農
業
信
用
保
証
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
（
閣
法
第
六
号
）

要
旨
　
　
本
法
律
案
は
、
農
業
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
の
変
化
に
か
ん
が
み
、
農

　
林
漁
業
金
融
公
庫
の
業
務
に
、
特
定
の
農
業
部
門
の
経
営
規
模
の
拡

　
大
と
そ
の
効
率
化
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
の
に
必
要
な

　
資
金
及
び
農
業
生
産
条
件
が
不
利
な
一
定
地
域
の
農
林
畜
水
産
物
加

　
工
の
増
進
等
を
図
る
の
に
必
要
な
資
金
の
貸
し
付
け
を
加
え
る
と
と

　
も
に
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
農
林
漁
業
信
用
基
金
が
行
う
農
業
信
用

　
保
険
に
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
金
の
範
囲
を
拡
大
す
る
等
所
要
の

　
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の

　
と
お
り
で
あ
る
。

　
一
、
農
林
漁
業
金
融
公
庫
法
の
一
部
改
正

　
　
1
　
土
地
利
用
型
農
業
の
経
営
改
善
を
図
る
た
め
、
経
営
規
模
の

　
　
　
拡
大
を
促
進
す
る
こ
と
が
特
に
必
要
な
特
定
の
農
業
部
門
に
つ

　
　
　
い
て
、
経
営
面
積
の
拡
大
等
を
総
合
的
に
推
進
す
る
の
に
必
要

　
　
　
な
農
地
等
の
所
有
権
ま
た
は
利
用
権
の
取
得
等
に
要
す
る
資
金

　
　
　
を
、
公
庫
が
一
括
し
て
貸
し
付
け
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
２
　
地
勢
等
の
地
理
的
条
件
が
悪
く
、
農
業
の
生
産
条
件
が
不
利

　
　
　
な
一
定
の
地
域
に
お
け
る
農
業
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
、

　
　
公
庫
が
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
お
け
る
農
林
漁
業
の
総
合
的
な
振

　
　
興
の
た
め
の
資
金
を
貸
し
付
け
る
こ
と
と
す
る
。

　
３
　
貸
付
対
象
者
の
範
囲
拡
大
、
主
務
大
臣
指
定
施
設
資
金
の
償

　
　
還
期
限
延
長
等
の
融
資
内
容
の
改
善
を
行
う
と
と
も
に
、
公
庫

　
　
の
余
裕
金
の
運
用
範
囲
拡
大
、
金
利
改
定
の
簡
素
合
理
化
等
を

　
　
図
る
こ
と
と
す
る
。

二
、
農
業
信
用
保
証
保
険
法
の
一
部
改
正

　
　
農
業
者
の
事
業
等
に
必
要
な
資
金
の
う
ち
農
家
経
済
の
安
定
に

　
資
す
る
も
の
を
、
そ
の
融
通
の
一
層
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
農

　
林
漁
業
信
用
基
金
が
行
う
農
業
信
用
保
険
等
の
対
象
に
加
え
る
こ

　
と
と
す
る
。

　
な
お
、
衆
議
院
に
お
い
て
、
施
行
期
日
を
「
公
布
の
日
」
か
ら

「
平
成
二
年
四
月
一
日
」
に
改
め
る
修
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
委
員
会

　
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　
本
法
律
案
は
、
最
近
に
お
け
る
農
業
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
の
変
化
に

　
か
ん
が
み
、
農
林
漁
業
金
融
公
庫
の
業
務
と
し
て
、
特
定
の
農
業
部

　
門
に
お
け
る
農
業
経
営
の
規
模
の
拡
大
と
そ
の
効
率
化
を
総
合
的
か

　
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
の
に
必
要
な
資
金
及
び
農
業
の
生
産
条
件
が



不
利
な
一
定
の
地
域
の
農
林
畜
水
産
物
の
加
工
の
増
進
等
を
図
る
の

に
必
要
な
資
金
の
貸
し
付
け
を
加
え
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
関
連
し

て
、
農
林
漁
業
信
用
基
金
が
行
う
農
業
信
用
保
険
に
付
す
る
こ
と
が

で
き
る
資
金
の
範
囲
を
拡
大
す
る
等
所
要
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
衆
議
院
に
お
き
ま
し
て
施
行
期
日
を
平
成
二
年
四
月
一
日

と
す
る
修
正
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
新
た
に
創
設
さ
れ
る
資
金
の
意
義
、

中
山
間
地
域
と
し
て
地
域
指
定
を
行
う
際
の
基
準
、
農
林
漁
業
金
融

公
庫
の
貸
付
対
象
者
の
範
囲
の
拡
大
、
農
業
信
用
保
証
保
険
制
度
の

今
後
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細

は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
を
願
い
ま
す
。

　
質
疑
終
局
の
後
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
全
会
一
致
を
も
っ

て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
五
項
目
に
わ
た
る
附
帯
決
議
を
行
い
ま

し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

砂
糖
の
価
格
安
定
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣

法
第
二
三
号
）

要
旨　
本
法
律
案
は
、
最
近
に
お
け
る
砂
糖
と
他
の
糖
と
を
混
合
し
た
糖

　
（
以
下
「
混
合
糖
」
と
い
う
。
）
、
異
性
化
糖
及
び
異
性
化
糖
と
他

の
糖
と
を
混
合
し
た
糖
（
以
下
「
異
性
化
糖
等
」
と
い
う
。
）
の
輸

入
に
係
る
事
情
の
変
化
に
対
処
し
て
、
輸
入
に
係
る
砂
糖
に
加
え
、

輸
入
に
係
る
混
合
糖
に
つ
き
そ
の
価
格
調
整
を
図
る
た
め
の
措
置
を

定
め
る
と
と
も
に
、
国
内
産
の
異
性
化
糖
に
加
え
、
輸
入
に
係
る
異

性
化
糖
等
に
つ
き
砂
糖
と
の
価
格
調
整
を
図
る
た
め
の
措
置
を
講
じ

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。
一
、
輸
入
さ
れ
る
混
合
糖
に
つ
い
て
、
輸
入
糖
と
同
様
の
一
定
の
場

　
合
に
蚕
糸
砂
糖
類
価
格
安
定
事
業
団
（
以
下
「
事
業
団
」
と
い

　
う
。
）
に
よ
る
売
買
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
に
含
ま
れ
る
砂

　
糖
分
に
つ
い
て
価
格
調
整
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
こ
の
場

　
合
の
売
買
差
額
は
、
砂
糖
の
含
有
率
に
応
じ
て
輸
入
糖
の
場
合
と

　
同
様
の
方
法
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
額
と
す
る
。

二
、
輸
入
さ
れ
る
異
性
化
糖
等
に
つ
い
て
、
国
内
産
異
性
化
糖
と
同

　
様
の
一
定
の
場
合
に
事
業
団
に
よ
る
売
買
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

　
砂
糖
と
の
価
格
調
整
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
こ
の
場
合
の

　
売
買
差
額
は
、
輸
入
さ
れ
る
異
性
化
糖
に
つ
い
て
は
、
国
内
産
異

　
性
化
糖
と
同
様
の
方
法
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
額
と
す
る
と
と
も
に
、



　
輸
入
さ
れ
る
異
性
化
糖
と
他
の
糖
と
を
混
合
し
た
糖
に
つ
い
て
は
、

　
異
性
化
糖
の
含
有
率
に
応
じ
た
額
と
す
る
。

　
な
お
、
輸
入
さ
れ
る
混
合
糖
及
び
異
性
化
糖
等
の
事
業
団
売
買
に

つ
い
て
は
、
平
成
二
年
四
月
一
日
以
後
に
輸
入
申
告
を
す
る
も
の
か

ら
行
う
こ
と
と
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
両
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
委
員

　
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　
ま
ず
、
砂
糖
の
価
格
安
定
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

　
法
律
案
は
、
混
合
糖
及
び
異
性
化
糖
等
を
め
ぐ
る
事
情
の
変
化
に
対

　
処
し
て
、
輸
入
に
係
る
混
合
糖
及
び
異
性
化
糖
等
に
つ
い
て
砂
糖
と

　
の
価
格
調
整
を
図
る
等
所
要
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

　
り
ま
す
。

　
　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
異
性
化
糖
等
の
輸
入
見
通
し
、
輸
入

　
異
性
化
糖
等
の
価
格
調
整
方
法
、
加
糖
調
製
品
の
輸
入
動
向
、
で
ん

　
粉
の
需
給
動
向
と
糖
化
業
界
の
現
状
、
甘
味
関
連
作
物
の
生
産
状
況
、

　
輸
入
食
品
の
安
全
性
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

　
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
を
願
い
ま
す
。

　
　
質
疑
を
終
局
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
を

　
代
表
し
て
林
委
員
よ
り
反
対
で
あ
る
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
討
論
終
局
の
後
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
っ
て
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
三
項
目
に
わ
た
る
附
帯
決
議
を
行
い
ま

し
た
。

　
次
に
、
山
村
振
興
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
最
近
に
お

け
る
山
村
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
の
変
化
に
か
ん
が
み
、
農
林
漁
業
金
融

公
庫
が
行
う
振
興
山
村
に
お
け
る
農
林
漁
業
の
振
興
の
た
め
に
必
要

な
資
金
の
貸
付
対
象
範
囲
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
別
に
質
疑
も
な
く
、
採
決
の
結
果
、

本
法
律
案
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

農
業
者
年
金
基
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
二
六
号
）

要
旨
　
　
本
法
律
案
は
、
最
近
に
お
け
る
農
業
事
情
そ
の
他
の
社
会
経
済
情

　
勢
等
に
か
ん
が
み
、
農
業
者
年
金
事
業
の
安
定
を
図
る
た
め
給
付
等

　
の
適
正
化
を
行
う
と
と
も
に
、
経
営
移
譲
年
金
に
つ
い
て
農
業
経
営

　
の
近
代
化
と
農
地
保
有
の
合
理
化
を
一
層
推
進
す
る
た
め
の
措
置
を

　
講
ず
る
ほ
か
、
農
業
者
年
金
の
受
給
資
格
要
件
の
拡
充
、
農
業
者
年



金
基
金
の
行
う
離
農
給
付
金
の
支
給
業
務
の
延
長
等
所
要
の
措
置
を

講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

一
、
経
営
移
譲
年
金
を
終
身
同
一
水
準
の
年
金
に
変
更
し
、
支
給
開

　
始
時
期
は
六
十
歳
以
降
六
十
五
歳
ま
で
の
間
で
農
業
者
の
選
択
に

　
委
ね
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
年
金
額
に
つ
い
て
は
、
ど
の
支
給

　
開
始
時
期
を
選
択
し
て
も
均
衡
の
と
れ
た
も
の
と
す
る
。
な
お
、

　
現
行
制
度
と
同
様
に
、
経
営
移
譲
の
相
手
方
に
応
じ
て
、
年
金
額

　
に
つ
い
て
一
定
の
差
を
設
け
る
こ
と
と
す
る
。

二
、
経
営
移
譲
年
金
の
給
付
に
要
す
る
費
用
に
つ
き
、
現
行
の
定
率

　
の
国
庫
助
成
に
加
え
て
、
当
分
の
間
国
庫
か
ら
所
要
の
追
加
助
成

　
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
保
険
料
を
段
階
的
に
引
き
上
げ
る

　
と
と
も
に
、
既
受
給
権
者
の
年
金
額
に
つ
き
従
前
の
額
を
保
障
し

　
つ
つ
、
必
要
な
範
囲
で
物
価
ス
ラ
イ
ド
を
停
止
す
る
こ
と
と
す
る
。

三
、
経
営
移
譲
農
地
を
分
割
し
て
相
当
部
分
の
農
地
を
農
業
者
年
金

　
の
被
保
険
者
な
ど
に
処
分
し
、
被
用
者
年
金
に
加
入
し
て
い
る
後

　
継
者
な
ど
に
そ
の
他
の
農
地
を
処
分
す
る
経
営
移
譲
方
式
を
新
た

　
に
設
け
る
こ
と
と
す
る
。

四
、
農
業
者
年
金
の
被
保
険
者
が
被
用
者
年
金
加
入
者
と
な
っ
た
場

　
合
に
お
い
て
、
被
用
者
年
金
加
入
期
間
の
う
ち
一
定
の
期
間
を
農

　
業
者
年
金
の
年
金
給
付
の
受
給
資
格
期
間
と
し
て
通
算
す
る
措
置

　
等
を
講
ず
る
こ
と
と
す
る
。

五
、
農
業
者
年
金
の
被
保
険
者
等
が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
死

　
亡
の
時
に
そ
の
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
に
つ
い
て
、
一
定
の
期
間
を

　
農
業
者
年
金
の
年
金
給
付
の
受
給
資
格
期
間
と
し
て
通
算
す
る
措

　
置
等
を
講
ず
る
こ
と
と
す
る
。

六
、
離
農
給
付
金
支
給
業
務
に
つ
い
て
、
離
農
者
の
処
分
面
積
に
応

　
じ
て
給
付
金
額
を
設
定
す
る
な
ど
一
定
の
見
直
し
を
行
っ
た
上
で
、

　
さ
ら
に
十
年
間
延
長
実
施
す
る
こ
と
と
す
る
。

七
、
こ
の
法
律
は
、
平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
す

　
る
。
た
だ
し
、
離
農
給
付
金
支
給
業
務
の
改
正
に
関
す
る
規
定
に

　
つ
い
て
は
、
平
成
二
年
五
月
十
六
日
か
ら
、
保
険
料
の
改
定
等
に

　
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る

　
こ
と
と
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
委
員
会

　
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　
本
法
律
案
は
、
最
近
に
お
け
る
農
業
事
情
そ
の
他
の
社
会
経
済
情

　
勢
等
に
か
ん
が
み
、
農
業
者
年
金
事
業
の
安
定
を
図
る
た
め
給
付
等

　
の
適
正
化
を
行
う
と
と
も
に
、
経
営
移
譲
年
金
に
つ
い
て
農
業
経
営

　
の
近
代
化
と
農
地
保
有
の
合
理
化
を
一
層
推
進
す
る
た
め
の
措
置
を



講
ず
る
ほ
か
、
農
業
者
年
金
の
受
給
資
格
要
件
の
拡
充
、
農
業
者
年

金
基
金
の
行
う
離
農
給
付
金
の
支
給
業
務
の
延
長
等
所
要
の
措
置
を

講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
参
考
人
を
招
い
て
そ
の
意
見
を
聴
取

す
る
と
と
も
に
、
農
業
者
年
金
制
度
の
現
状
と
今
後
の
あ
り
方
、
給

付
体
系
の
変
更
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
、
遺
族
年
金
の
創
設
、
婦
人

の
年
金
加
入
、
担
い
手
不
足
地
域
に
お
け
る
経
営
移
譲
の
円
滑
化
等

に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ

て
御
承
知
を
願
い
ま
す
。

　
質
疑
を
終
局
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
を

代
表
し
て
林
委
員
よ
り
反
対
で
あ
る
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
討
論
終
局
の
後
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
っ
て
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
八
項
目
に
わ
た
る
附
帯
決
議
を
行
い
ま

し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

水
産
業
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
五
二
号
）

要
旨
　
　
本
法
律
案
は
、
最
近
に
お
け
る
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し

て
、
水
産
業
協
同
組
合
の
体
質
強
化
及
び
機
能
の
充
実
を
図
る
た
め
、

水
産
業
協
同
組
合
に
つ
い
て
、
そ
の
業
務
範
囲
の
拡
充
、
組
合
員
資

格
要
件
の
緩
和
、
回
転
出
資
金
制
度
の
導
入
、
信
用
事
業
の
統
合
に

必
要
な
規
定
の
整
備
等
所
要
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
最
近
に
お
け
る
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
需
要
の
増
大

　
に
対
応
し
て
、
漁
業
協
同
組
合
が
、
新
た
に
、
組
合
員
の
労
働
力

　
を
利
用
し
て
、
遊
漁
船
業
、
海
釣
り
施
設
の
設
置
・
運
営
事
業
等
、

　
漁
場
の
安
定
的
な
利
用
関
係
の
確
保
の
た
め
の
漁
場
の
総
合
的
な

　
利
用
を
促
進
す
る
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と

　
も
に
、
水
産
物
に
対
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
し
て
、

　
漁
業
協
同
組
合
及
び
水
産
加
工
業
協
同
組
合
が
、
シ
ー
フ
ー
ド
レ

　
ス
ト
ラ
ン
等
の
事
業
を
弾
力
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

　
る
た
め
、
そ
の
販
売
事
業
に
係
る
員
外
利
用
制
限
を
緩
和
す
る
こ

　
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
最
近
に
お
け
る
金
融
自
由
化

　
の
急
速
な
進
展
に
伴
っ
て
悪
化
し
つ
つ
あ
る
信
用
事
業
の
収
益
性

　
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
漁
業
協
同
組
合
等
の
信
用
事
業
の
実
施
権

　
能
を
拡
充
す
る
こ
と
と
す
る
。

二
、
最
近
に
お
け
る
組
合
員
の
経
営
規
模
の
拡
大
の
動
向
等
を
踏
ま

　
え
て
、
漁
業
協
同
組
合
及
び
水
産
加
工
業
協
同
組
合
の
法
人
正
組

　
合
員
の
資
格
要
件
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
漁
業
協
同
組
合
の
施



　
設
を
利
用
す
る
こ
と
が
相
当
な
遊
漁
船
業
者
、
組
合
員
の
家
族
等

　
を
そ
の
准
組
合
員
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
と
す

　
る
。

三
、
漁
業
協
同
組
合
等
の
自
己
資
本
の
増
強
を
図
る
観
点
か
ら
、
事

　
業
利
用
分
量
に
応
じ
た
配
当
金
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
、
五
年
を

　
限
り
出
資
さ
せ
る
回
転
出
資
金
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
な
お
、
こ
の
回
転
出
資
金
は
、
漁
業
協
同
組
合
等
に
損
失
が
生
じ

　
た
場
合
に
は
、
損
失
の
補
て
ん
に
充
当
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

　
と
す
る
。

四
、
漁
業
協
同
組
合
等
の
信
用
事
業
に
つ
い
て
事
業
統
合
に
よ
る
規

　
模
拡
大
を
図
る
た
め
、
信
用
事
業
の
全
部
の
譲
渡
に
つ
い
て
は
総

　
会
の
特
別
決
議
を
経
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
債
権
者
に
対
す

　
る
異
議
の
申
出
を
行
う
べ
き
旨
の
公
告
、
信
用
事
業
の
全
部
の
譲

　
渡
を
し
た
場
合
の
公
告
等
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
こ
と
と
す
る
。

五
、
漁
業
協
同
組
合
等
の
合
併
が
推
進
さ
れ
た
結
果
、
漁
業
協
同
組

　
合
連
合
会
等
が
会
員
数
の
減
少
に
よ
り
法
定
解
散
す
る
場
合
に
お

　
い
て
、
そ
の
会
員
た
る
資
格
を
有
す
る
漁
業
協
同
組
合
等
が
、
そ

　
の
連
合
会
の
権
利
義
務
を
包
括
承
継
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
と

　
す
る
。

委
員
長
報
告

　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
両
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
委
員

会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
水
産
業
協
同
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
水

産
業
協
同
組
合
に
つ
い
て
、
そ
の
体
質
強
化
及
び
機
能
の
充
実
を
図

る
た
め
、
業
務
範
囲
の
拡
充
、
組
合
員
資
格
要
件
の
緩
和
、
回
転
出

資
金
制
度
の
導
入
等
所
要
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
海
洋
水
産
資
源
開
発
促
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

は
、
漁
業
者
等
が
行
う
海
洋
水
産
資
源
の
自
主
的
な
管
理
を
促
進
す

る
た
め
の
措
置
を
定
め
る
と
と
も
に
、
海
洋
水
産
資
源
開
発
セ
ン
タ

ー
が
水
産
資
源
の
利
用
の
合
理
化
を
図
る
た
め
の
調
査
等
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
所
要
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
両
法
律
案
を
一
括
し
て
議
題
と
し
、

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
質
疑
の
主
な
内
容
は
、
両
法
律
案
が
提
出
さ
れ
た
背
景
、
漁
場
の

利
用
を
促
進
す
る
事
業
に
つ
い
て
の
対
応
、
合
併
、
統
合
等
信
用
事

業
の
体
質
強
化
対
策
、
自
主
的
な
資
源
管
理
の
取
り
組
み
の
現
状
、

資
源
管
理
協
定
制
度
の
内
容
、
資
源
保
護
に
お
い
て
漁
業
法
や
水
産

資
源
保
護
法
の
果
た
す
べ
き
役
割
、
減
船
に
対
す
る
補
償
の
あ
り
方
、

海
洋
水
産
資
源
開
発
セ
ン
タ
ー
の
新
し
い
事
業
の
内
容
、
邦
人
乗
り



組
み
の
外
国
さ
け
・
ま
す
漁
船
の
だ
捕
問
題
等
で
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
詳
細
は
、
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
を
願
い
ま
す
。

　
質
疑
を
終
局
し
、
採
決
の
結
果
、
両
法
律
案
は
い
ず
れ
も
全
会
一

致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
両
法
律
案
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
附
帯
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

海
洋
水
産
資
源
開
発
促
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
五

三
号
）

要
旨
　
　
本
法
律
案
は
、
最
近
に
お
け
る
漁
業
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
の
推
移

　
に
か
ん
が
み
、
海
洋
水
産
資
源
の
利
用
の
合
理
化
を
一
層
推
進
す
る

　
た
め
、
漁
業
者
ま
た
は
そ
の
団
体
が
行
う
海
洋
水
産
資
源
の
自
主
的

　
な
管
理
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
を
定
め
る
と
と
も
に
、
海
洋
水
産

　
資
源
開
発
セ
ン
タ
ー
が
海
洋
水
産
資
源
の
利
用
の
合
理
化
を
図
る
た

　
め
の
調
査
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
所
要
の
措
置
を
講
じ
よ
う

　
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
一
、
「
海
洋
水
産
資
源
の
開
発
を
図
る
た
め
の
基
本
方
針
」
の
名
称

　
　
を
「
海
洋
水
産
資
源
の
開
発
及
び
利
用
の
合
理
化
を
図
る
た
め
の

　
　
基
本
方
針
」
と
す
る
と
と
も
に
、
基
本
方
針
に
お
い
て
定
め
る
事

　
項
と
し
て
、
海
洋
水
産
資
源
の
自
主
的
な
管
理
の
促
進
に
関
す
る

　
事
項
及
び
海
洋
の
漁
場
に
お
け
る
新
漁
業
生
産
方
式
の
企
業
化
の

　
促
進
に
関
す
る
事
項
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

二
、
漁
業
者
団
体
等
は
、
一
定
の
海
域
に
お
い
て
水
産
動
植
物
の
採

　
捕
の
方
法
、
期
間
等
を
適
切
に
す
る
こ
と
に
よ
り
安
定
的
な
漁
業

　
生
産
を
確
保
す
る
た
め
、
海
洋
水
産
資
源
の
自
主
的
な
管
理
に
関

　
す
る
協
定
を
締
結
し
、
そ
の
協
定
が
適
当
で
あ
る
旨
の
行
政
庁
に

　
よ
る
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
そ

　
の
認
定
を
受
け
た
協
定
に
つ
い
て
は
、
行
政
庁
に
よ
る
参
加
の
あ

　
っ
せ
ん
、
協
定
を
遵
守
す
る
た
め
に
行
う
定
款
の
変
更
等
に
つ
い

　
て
の
水
産
業
協
同
組
合
法
上
の
手
続
の
特
例
措
置
及
び
協
定
の
目

　
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
漁
業
法
等
に
よ
る
措
置
を
講
ず
る

　
こ
と
と
す
る
。

三
、
海
洋
水
産
資
源
開
発
セ
ン
タ
ー
の
目
的
に
海
洋
水
産
資
源
の
利

　
用
の
合
理
化
を
図
る
た
め
の
調
査
を
行
う
こ
と
等
を
加
え
る
と
と

　
も
に
、
同
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
、
海
洋
の
漁
場
に
お
け
る
新
漁
業

　
生
産
方
式
の
企
業
化
の
た
め
の
調
査
、
海
洋
の
漁
場
の
生
産
力
の

　
増
進
等
を
図
る
た
め
に
必
要
な
漁
場
の
自
然
的
経
済
的
条
件
に
関

　
す
る
総
合
的
な
調
査
等
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
委
託
を

　
受
け
て
、
海
洋
生
物
資
源
の
合
理
的
な
保
存
、
管
理
及
び
利
用
の

　
た
め
に
必
要
な
調
査
並
び
に
こ
れ
ら
の
調
査
を
行
う
者
の
養
成
及



び
確
保
の
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
一
二
八
ペ
ー
ジ
参
照

市
民
農
園
整
備
促
進
法
案
（
閣
法
第
六
一
号
）

要
旨
　
　
本
法
律
案
は
、
市
民
農
園
の
適
正
か
つ
円
滑
な
整
備
を
促
進
す
る

　
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
健
康
的
で
ゆ
と
り
の
あ
る
国

　
民
生
活
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
良
好
な
都
市
環
境
の
形
成
と
農

　
村
地
域
の
振
興
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ

　
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
一
、
都
道
府
県
知
事
は
、
市
民
農
園
の
適
正
か
つ
円
滑
な
整
備
を
図

　
　
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
市
民
農
園
の
整
備
に
関
す
る

　
　
基
本
方
針
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

　
二
、
市
町
村
は
、
市
民
農
園
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
適
当
と
認
め

　
　
ら
れ
る
こ
と
等
の
要
件
に
該
当
す
る
区
域
を
市
民
農
園
区
域
と
し

　
　
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

　
三
、
市
町
村
は
、
市
民
農
園
区
域
内
の
土
地
を
含
む
一
定
の
土
地
に

　
　
関
し
交
換
分
合
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

四
、
市
民
農
園
区
域
内
ま
た
は
市
街
化
区
域
内
に
お
い
て
市
民
農
園

　
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
市
民
農
園
の
整
備
運
営
計
画
を
定

　
め
、
当
該
市
民
農
園
の
開
設
が
適
当
で
あ
る
旨
の
市
町
村
の
認
定

　
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
認
定
を
受
け
た
市
民
農
園
に
つ
い
て
は
、
農
地
の
貸
し
付
け
及

　
び
転
用
に
つ
い
て
の
農
地
法
の
特
例
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、

　
一
定
の
市
民
農
園
施
設
の
整
備
の
た
め
の
開
発
行
為
に
つ
い
て
都

　
市
計
画
法
の
特
例
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
委
員
会

　
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
　
本
法
律
案
は
、
最
近
に
お
け
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
そ
の
他
の
余

　
暇
活
動
等
と
し
て
行
う
農
作
物
の
栽
培
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
に

　
対
応
し
て
、
市
民
農
園
の
適
正
か
つ
円
滑
な
整
備
の
促
進
を
図
る
た

　
め
、
市
民
農
園
区
域
の
指
定
と
そ
の
実
効
を
確
保
す
る
た
め
の
交
換

　
分
合
の
制
度
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
市
民
農
園
の
開
設
に
つ
き
市

　
町
村
の
認
定
を
受
け
た
者
に
対
し
、
農
地
法
等
の
適
用
の
特
例
措
置

　
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
民
農
園
区
域
の
指
定
方
法
、
市
民

　
農
園
開
設
の
認
定
方
法
、
市
街
化
区
域
内
の
市
民
農
園
の
あ
り
方
、



農
地
税
制
、
農
村
地
域
の
活
性
化
の
方
策
、
都
市
農
業
の
あ
り
方
、

市
民
農
園
の
現
状
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳

細
は
、
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
を
願
い
ま
す
。

　
質
疑
を
終
局
し
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
、
全
会
一
致
を
も

っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
、
六
項
目
に
わ
た
る
附
帯
決
議
を
行
い

ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

山
村
振
興
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
衆
第
一
号
）

要
旨　
本
法
律
案
は
、
最
近
に
お
け
る
振
興
山
村
を
め
ぐ
る
状
況
に
か
ん

が
み
、
山
村
振
興
対
策
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
農
林
漁
業
金

融
公
庫
が
、
振
興
山
村
に
お
い
て
農
林
漁
業
を
営
む
者
の
組
織
す
る

法
人
に
対
し
、
そ
の
法
人
が
作
成
し
て
都
道
府
県
知
事
の
認
定
を
受

け
た
農
林
漁
業
の
振
興
の
た
め
の
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な

資
金
の
貸
し
付
け
の
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

委
員
長
報
告

　
　
一
二
五
ペ
ー
ジ
参
照




